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司
法
制
度
改
革
審
議
会
の
最
終
意
見
書
か
ら
20
年
。
平
成
期
の
司
法
制
度
改
革
は
、ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、

何
を
め
ざ
し
て
い
た
の
か
。
法
曹
人
口
増
、
法
科
大
学
院
、
裁
判
員
制
度
な
ど
の
諸
改
革
が
、
う
ま
く

行
か
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
実
定
法
学
、
基
礎
法
学
、
政
治
学
等
、
多
彩
な
分
野
の
研
究
者
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
実
務
家
が
結
集
。「
失
敗
の
原
因
」
を
探
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
新
た
な
改
革
提
言
を
行
う
。

令
和
の
シ
ン
・
司
法
改
革
の
た
め
に
―
―

須
網
隆
夫［
編
］

網
谷
龍
介
／
飯 

考
行
／
泉 

徳
治
／
岩
切
大
地
／
デ
ィ
ミ
ト
リ
・
Ｖ
／
大
坂
恵
里
／

興
津
征
雄
／
四
宮 

啓
／
馬
場
健
一
／
平
山
真
理
／
山
元 

一
／
豊 

秀
一
／
米
田
憲
市

平
成
司
法
改
革

の
研
究 

理
論
な
き
改
革
は　
　

い
か
に
挫
折
し
た
の
か



　

平
成
の
司
法
制
度
改
革
を
部
分
的
に
総
括
し
た
業
績
は
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
本
書
は
、
現
時
点
で
は
、
平
成
司
法
改
革

を
包
括
的
に
総
括
し
た
唯
一
の
成
果
で
あ
る
だ
ろ
う
。
考
え
て

み
れ
ば
、
お
か
し
な
話
で
あ
る
。
司
法
改
革
は
、
20
年
前
、
法

曹
界
だ
け
で
な
く
、
市
民
社
会
を
含
む
日
本
社
会
全
体
を
巻
き

込
ん
で
行
わ
れ
た
大
改
革
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
成

果
を
検
討
し
、
そ
れ
を
評
価
し
、
そ
こ
か
ら
将
来
の
教
訓
を
見

出
す
作
業
は
不
可
欠
な
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
改
革
の
当
事

者
で
あ
っ
た
、
政
府
、
特
に
法
務
省
・
文
科
省
、
裁
判
所
、
弁

護
士
会
、
ど
こ
で
も
そ
の
よ
う
な
作
業
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な

い
。
内
部
で
は
行
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も

そ
の
結
果
は
外
部
に
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
議
論
の
一
翼
を

担
っ
て
い
た
学
界
の
状
況
も
同
様
で
あ
る
。
司
法
改
革
が
、
言

わ
ば
や
り
っ
ぱ
な
し
の
改
革
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
こ
と
自
体
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書

の
出
版
を
契
機
に
、
様
々
な
場
所
で
、
多
く
の
人
々
に
よ
り
、

平
成
司
法
改
革
を
評
価
す
る
作
業
が
始
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

そ
こ
で
は
、
ぜ
ひ
本
書
の
主
張
を
批
判
的
に
検
討
し
て
頂
き
た

い
。
本
書
の
各
論
文
は
、
概
ね
改
革
の
成
果
に
否
定
的
で
あ
る

が
、
改
革
の
成
果
を
不
当
に
貶
め
て
い
る
と
の
批
判
も
当
然
に

あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
見
解
も
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
願

い
た
い
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
評
価
が
誤
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
正
す
こ
と
に
吝
か
で
は
な
い
。

　

本
書
は
、「
理
論
な
き
改
革
は
い
か
に
挫
折
し
た
の
か
」
を

副
題
と
し
た
。
こ
の
見
方
に
は
、
当
然
反
論
が
あ
ろ
う
。
し
か

し
そ
う
で
あ
れ
ば
問
い
た
い
。
私
た
ち
は
、
制
度
改
革
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
理
論
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
。
制
度
改

革
の
た
め
の
理
論
と
は
、
あ
る
べ
き
制
度
像
を
明
示
す
る
た
め

の
理
論
で
は
な
く
、
あ
る
制
度
を
別
の
制
度
に
移
行
さ
せ
る
た

め
の
理
論
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
論
は
、
平
成
司
法
改
革
当

時
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
も
な
お
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

 

「
あ
と
が
き
」
よ
り

　はじめに――本書に至る経緯・本書の狙い・本書の概要　　須網隆夫（早稲田大学大学院法務研究科教授）

第Ⅰ部　司法改革とは何か
第１章　司法制度改革の源流を考える――関係者の取材から　　豊 秀一（朝日新聞編集委員）

第２章　平成の司法改革をもたらしたもの　　飯 考行（専修大学法学部教授） 

　　　　――司法制度改革審議会前後の経過と社会を視野に入れて――

第Ⅱ部　司法制度改革の総論的検討
第３章　制度改革の理論とは何か――審議会に欠けていた改革の理論　　須網隆夫

第４章　司法制度改革と憲法学　　山元 一（慶應義塾大学大学院法務研究科教授）

第５章　比較司法政治から見た平成司法改革と日本の最高裁判所　　網谷龍介（津田塾大学学芸学部教授） 
　　　　――最高裁判所裁判官の選考制度に注目して――

第６章　平成司法制度改革の起源   ディミトリ・ヴァンオーヴェルベーク（東京大学大学院法学政治学研究科教授） 

　　　　――刑事司法制度への国民参加に焦点を当てて――

第Ⅲ部　改革は何を達成し、何を実現しなかったか
第７章　弁護士の収入減と裁判所事件数の低迷について　　馬場健一（神戸大学大学院法学研究科教授） 

　　　　――見落とされている観点から――

第８章　原発事故賠償に見る民事司法制度　　大坂恵里（東洋大学法学部教授）

第９章　司法制度改革と行政訴訟　　興津征雄（神戸大学大学院法学研究科教授）

第10章　司法制度改革の司法権論と違憲審査制の国民的基盤　　岩切大地（立正大学法学部教授）

第11章　「人的基盤」としての法曹人口　　米田憲市（鹿児島大学司法政策教育研究センター教授） 

　　　　――ゆがんだ「法の支配」への道――

第12章　「理論」も「実務」も置き忘れた法曹養成――臨床法学教育を鍵とする再生を目指して　　米田憲市

第13章　「法の支配」と司法への国民参加　　四宮 啓（國學院大學法学部教授、弁護士）

第14章　かくして裁判員制度は始まった　　平山真理（白鷗大学法学部教授） 
　　　　 ――しかし、欠けていたのは何か？　被告人の視点、被害者の視点、そしてジェンダーの視点――

第Ⅳ部　令和の司法制度改革のために
第15章　「人」に頼るより「制度」の改革　　泉 徳治（弁護士）

第16章　提言「令和司法改革のために」　　令和司法改革研究会

　おわりに


